
本日 9 月 1 日から、改正道路交通法が施行され、生活道路におけるクルマの法定速度が時速

60km から 30km に引き下げられました。 

対象となる道路は、主に地域の住民が日常生活で利用する、中央線などがない比較的狭い道

路です。 

但し、道路標識等により最高速度が表示されている道路は対象ではありません。 

 

ご承知のように、道路は「クルマを運転する人」だけのものではありません。 

高校生にとっては、毎日の登下校では“歩行者”、自転車で通学すれば“自転車利用者”となり

ます。 

また、学校によっては原付バイクによる通学が認められている場合もあり、そのときには“原

付バイクの運転者”という立場にもなります。 

 

それぞれの立場で留意すべきことは・・・ 

＜1＞ “歩行者”として 

・「クルマが減速してくれるから大丈夫」と考えるのではなく、道路を横断するときには左右

を確認し、クルマの動きをよく見ることが大切です。 

生活道路では、住宅や駐車場などからクルマや自転車が出てくることもあります。歩行者

自身も「相手が気付いているとは限らない」という意識を持ちたいものです。 

 

＜2＞ “自転車利用者”として 

・自転車も車両の一つであることを認識し、交通ルールを守ることが基本です。 

特に生活道路では、歩行者との距離や交差点での安全確認など、「自分が交通弱者になる場

合」と「自分が相手を危険にさらす場合」の両方を考えることが重要です。 

 

＜3＞ “原付バイクの運転者”として 

・もとより原付バイクの法定速度は時速 30km です。だからこそ、「時速 30km まで出して

よい」のではなく、道路や周囲の状況に応じて、さらに速度を落とすという意識が大切です。 

特に生活道路では、歩行者や自転車の動きを予測し、「安全に止まれる速度」での走行が求

められます。 

 

交通安全は、「ルールを知っている」だけでは十分ではありません。 

道路を利用する一人ひとりが、そのとき自分はどの立場にいるのか、周囲にはどのような人

がいるのかを考えて行動することが大切である、ということを生徒のみなさんに再確認して

もらう機会としてはいかがでしょうか。 

 

尚、当財団では交通安全に関して専門講師による出前授業を実施しています。 

今年 4 月から始まった自転車青切符制度についても詳しく解説していますので、どうぞご活

用ください。 

メニューやお申込み方法等の詳細については、以下 URL をご参照願います。 

https://jaef.or.jp/lifestyle-teacher/ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日本自動車教育振興財団 メルマガ事務局 

 

【読者の皆さまへ】 

私どもは、先生方や高校生の皆さんにより有益なご支援を提供してまいりたいと考えてお

ります。 

つきましては、当財団の事業やご支援メニューについて、ご意見やご要望等をお寄せくださ

い（以下のいずれかの方法にてお願いします）。 

https://jaef.or.jp/lifestyle-teacher/


1. 当メルマガに返信 

2. SNS でのコメント、返信  

ツイッター   https://twitter.com/jidousyakyouiku 

フェイスブック https://www.facebook.com/jaef2019/ 
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